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研究テーマ:
応力逆解析法・小断層解析法の開発、プレート
沈み込み帯の力学過程の解明、遠隔探査による
地質構造解析

地球惑星科学分野のテクトニクス・構造地質
学の研究領域であり、地震学や物理探査学とも
関連する。断層を中心とした地質構造の幾何学
的情報を解析し、過去から現在に至る地史の力
学的側面を解明する。基礎理論の探究や数値実
験による地質構造の再現を通し、解析手法の開
発・改良も行う。日本地質学会、European Geo-
sciences Union、American Geophysical Union
を中心に学会活動を行っている。

研究内容:
地殻変動史を解明することは、生物活動の

ような短時間スケールの現象に課されてきた
大きな時空間スケールの制約を知ることに繋
がる。断層や褶曲をはじめとする地質構造は、
地質学的（数十万年より長い）時間スケールの
地殻変動の痕跡である。過去から現在に至る地
殻の力学的環境の変遷を知る手段として、応力
逆解析法を中心とした研究活動を行っている。
応力逆解析法は、断層の方位から地質体内部

の応力状態を推定する手法であり、構造地質学
や地震学の分野で広く用いられている。応力状
態は数学的には応力テンソルで記述される。こ
れまでに３次元２階テンソル量の扱いに関する
理論的な研究を進め、いくつかの解析法を開発
または改良してきた。解析結果の誤差の定量、
分解能向上、従来利用できなかったデータの解
析法などである。開発した手法のソフトウェア
群を公開しており、国内外の研究者による利用
も進んでいる。
新手法の応用研究として、プレート沈み込み

帯に関わる地質体を対象とした断層解析を行っ
ている。プレートテクトニクスは地殻の力学
的環境を支配してきたと考えられており、中
でも沈み込み帯の力学過程と物質収支の解明
は基本的な課題のひとつである。また、巨大地
震発生帯としてプレート沈み込み帯に注目が
集まる中、長期的な地史は地震現象の背景を
知る上で重要である。これまでの解析対象は、
プレート境界で著しい変形を被り、日本列島の

広い範囲の基盤を構成する付加体、付加体の上
部で形成された前弧海盆の堆積岩体、現在変形
が進行する海底の付加体などである。結果とし
て、浅部プレート境界直下における応力状態、
前弧海盆における応力場の転換、付加体内部の
応力分布に関する知見が得られている。
前述の研究は主に陸上地質調査で得られる

情報を元にしているが、海底付加体の断層解
析には遠隔探査（反射法地震波探査）のデー
タを用いている。これは開発した新手法によっ
て解析が可能になったものであり、理論的研究
を基礎として応用研究を進展させるスタイル
を重視している。現在、理論面では断層形成を
数値実験によって再現することで、応力逆解析
の基礎となっている仮説の検証を試みている。
応用面では、遠隔探査データによる断層解析の
他、楕円体で近似される堆積粒子の統計処理を
試みるなど、研究の幅を広げている。
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